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同窓会通信－野幌だより－ 
   酪農学園同窓会ニュースレター 

  

酪農学園の現況（2021年度） 
 

〇酪農学園大学（2021.5.1） 

学生数：3,336名 

（大学3,268名、大学院68名） 

教職員：332名（教員178名、職員154名） 

〇とわの森三愛高等学校（2021.5.1） 

生徒数：1,057名 

（全日制：普通科779名、 

 アグリクリエイト科109名） 

（通信制：普通科148名、 

  農食環境学科 21名） 

教職員：69名（教諭56名 職員13名） 

 

入試状況（2021年度入試） 

〇酪農学園大学 

 総定員７００名 入学者数６７１名 

〇とわの森三愛高校 

 総定員３００名 入学者数３５０名 

 

 

 

 酪農学園役員交代のお知らせ  
  

7/27酪農学園理事会・評議員会で、役員改

選が行われ、７月２８日付で常務理事に西

田丈夫氏、高校長に清澤城次氏が新たに選

任され、谷山弘行理事長は再任されました

のでお知らせします。 

 

地区支部役員の交代等 

 
 四国地区渡辺博文会長より４月に連絡が

あり、2022年度から四国地区会長に香川県

支部長の藤井傳也氏（獣医１２期）、愛媛

県支部長に那須正信氏（獣医１２期）への

交代打診が行われたとのことでした。 

 また中国地区岡山県支部役員会(6/6)にお

いて、安場靖支部長から荒嶋弥寿夫新支部

長に役員改選が行われた。 

 上記について、地区会長は本部理事です

ので直近の理事会で報告したいと思いま

す。また安場氏は代議員ですので上記同様

に理事会、代議員会で報告してご承認いた

だく予定です。 
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２０２1年度 累計卒業生数 

 大学院 計  １， ７１７名 

 大   学 計   ３３，０５８名 

 短 大 計        ９，４８７名 

 高 校 計   ２１，１２７名 

 合 計 計   ６５，３８９名 

 酪農義塾 計           ３０３名 

   酪農学校 計    

       ＊９１，５１７名 

   総合計  

    １５７，２０９名 

地区支部の設置状況（ ）は未設置        

北海道１区：石狩 ３支部（１）(江別) 

北海道２区：道央 ６支部（２）(空知1)(胆振2) 

北海道３区：道南 ５支部（２）(後志1)(後志2) 

北海道４区：道北 ６支部（１）(留萌1) 

北海道５区：道東 ６支部（０） ２６支部（6) 

東北地区 ：   ６支部（０） 

関東甲信越地区：１０支部（０） 

中部地区：    ７支部（０） 

近畿地区：    ６支部（０） 

中国地区：    ５支部（０）) 

四国地区：    ４支部（０） 

九州地区：    ８支部（０）４６支部（０) 

酪農学園同窓会からのお知らせ 

 短期大学部同窓会役員の変更 

 

 2022年度、短期大学部同窓会の役員改

選が行われ顧問、会長、副会長、事務局等

について以下の方々が就任しました。 

 なお、理事・代表委員等の詳細は短大同

窓会ＨＰをご覧願います。 

 

顧問(23)     堀内 信良 

顧問(II-9)     黒澤 敬三 

顧問(II-5)     炭谷 輝男 

会長(II-5)     古川 豊記 

副会長(25) 幸田 幸弘 

副会長(II-9) 長谷川光夫 

副会長(情-5) 大川 和洋 

副会長(55) 金丸 将樹 

事務局(教-1) 伊藤 明美 

会計(情-1） 川端 幸枝 

 

上記のとおり、会長の黒澤敬三氏が顧問

に、新らたに会長には古川豊記氏が就任し

た。また事務局長には伊藤明美氏が就任し

た。 



同窓会開催報告            

第６巻 第１１号（通号７２号） 

   獣医学科４期生卒業５０周年記念同期会 

 ３年越しの獣医学科４期生の同期会で、2020年の7月に開

催するべく28名の参加希望者であったが、コロナ禍で家族か

らの参加に難色を示されたとして不参加の連絡が多数届き、や

むなく開催延期をした。 

 今回の開催案内をするにあたって、厚岸町・中川町・士幌町

と離れている3人の幹事の開催判断に意見が分かれたが、” 参

加人数が少ないとしても希望者だけで開催し次に引き継ぐ” 

ことで合意ができた。今回バージョンアップして2泊3日で開

催し同伴者6組、24人の参加で友好を確かめることができま

した。 

 帯広十勝は食料自給率1290％の日本の食糧基地(日本が

37％前後の自給率)、広大過ぎて交通アクセスが悪い現状にも

触れていただくために、宿泊する温泉ホテルに自家用車で来る

方に、JR帯広駅と帯広空港に立ち寄って載せてくるようお願

いもしました。  

 ２日目の朝６時から散歩の時間、宿泊した温泉ホテルの近く

にあるハスカップ畑に行って樹から紫の実を採って食べる体験

をし、ロボット搾乳をしている牧場で搾乳しているのを見学

し、たくさんいるヤギの牧場でヤギに触れ、おなかをすかして

朝食、９時から貸切りのバスツアーで1000頭ほど飼育してい

る肉牛牧場、ジャガイモの花を近くで観察し、士幌農協の事務

所に立ち寄り、西田参事の案内で事務所内視察と士幌町農業の

ビデオを見てから、士幌農協関連の加工食品工場群を車窓から

説明を受けながら見聞を深めた。(文責 幹事 飯島 勝）  

【途中経過報告 続きあり） 

 

百年記念塔（解体予定のため屋上からの遠望も見納め？） 
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 中国地区岡山県支部役員(懇談)会報告 

 ６月６日(月)、午後５時半から「ANAクラウンプラザホテル

岡山(全日空H)」を会場に岡山県支部役員会・懇談会が支部役員

と高蓋中国地区会長、前役員の８名で開催されました。 

報告事項として、１.酪農学園同窓会理事会・代議員会(5/21開

催)の状況、２.前回支部総会およびその後の経過についてが報告

された。 

 承認事項として、支部会則第8条による支部会長の交代につい

て協議し、・新会長に荒嶋弥寿夫氏(副会長)、・新副会長に安富

照人氏(事務局員) を選任した。 

 他役職変更はなく、会則第6条による顧問の設置を確認し、ま

た今後、女性役員の選任努力を行うことを申し合わせた。会で

は、各自、近況を語り合い、懇親を深め、お開きとなりまし

た。 （報告者 安場 靖） 

ｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓ 

 
大学酪農学科1988年度入学生同期会報告 

 

 卒業後以来４度目となる、酪農学科同窓会を名古屋駅前の

「てしごと家」を会場に７月１７日（日）に１２名の参加によ

り開催しました。前回、2019年に横浜で開催して以来3年が経

過しました。 

 本来でしたら、もう少し多くの級友に会えることを楽しみに

していましたが、新型コロナウイルス感染症の第7波の影響で急

遽参加できなく方も多くいたことは残念でした。 

 しかし、私達も50代に入り、仕事も私生活においても、充実

している話題や学生時代の思い出に花を咲かせ、あっという間

の楽しい時間を過ごせました。 

 次回は、3年後2025年に東京で開催します。多くの級友に会

える日を楽しみしています。（報告者： 阪野邦彦） 

 

  



同窓会開催報告           
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同窓会通信－野幌だより－ 

  大学酪農学科一期生傘寿記念同期会開催報告 

 去る７月２日（土）昭和３８年度卒の同期会が母校より加藤

同窓会長・野校友会会長を迎え札幌市内の温泉ホテルで開催さ

れた。 

 事務局より卒業約１７０名の内、物故者・所在不明者を除い

た１２０名に案内、７８名から返答有り。多くはやはり年齢面

からか体調不良、体力に不安で”行きたいが欠席”との返答。

締め切った結果、遠くは九州・本州と道内合わせて１８人の出

席。 

 ７月２日のホームカミングデーの日に合わせ同窓生会館に集

合、母校を訪れるのは５８年振りの人も。浦川事務局長の案内

で本館屋上から当時の建物の配置を懐かしみながら発展した園

内・街を眺める。堂地学長・谷山理事長を表敬訪問。そして、

学園内で行われている白樺祭を散策後、記念礼拝に出席。 

 一期生同期会は故安藤君の発案１９７１年３０歳時より、札

幌近郊、毎年、道内５年・全国１０年毎に会を開催。一時、学

園の運営に意見具申・選挙応援等、OB会的動きが有りました

が、今回よりあらためて、親睦会として開催して行く事に意見

が纏まりました。今後、以前の様に、札幌近郊は年一そして、

８５歳・米寿・卒寿は全国に声を掛け開催をして行く事になり

ました。 

 今回の同期会の合言葉は「感謝”人生全う”感動」宴会は物

故者への黙祷に始まり加藤先生の祝辞、野先生の乾杯の音頭を

頂き開始。出席者、次々舞台に登場、自己紹介と今やっている

事を発表し隣席同志、思い出話に花を咲かす。ビンゴゲームで

道産品の景品。 

 余興は発起人とボランティア活動を共にしている南京玉すだ

れ、シャンソン歌手、器楽演奏、そしてよさこいソーランも登

場、更に全員で健康体操「長生き音頭」を踊り、「酪農讃歌・

故郷」を歌い最後は本州組、５人音頭に依る傘寿同期会を祝う

「エイエイオー」三唱で締め。その後は部屋に戻り夜の更ける

のも忘れ遅くまで語り合う。 

 翌朝、再会を約束し、帰路に就く者、再会が縁で共に行動す

る者、当時の友人・知人を訪ねる者、参加者、各自の思い出

に、来道の切っ掛けに、友情の再確認に今回の企画が一役かっ

たようである。 

 叉、今回の開催に当たり同窓会事務局と欠席者３名から好意

の寄付が有り感謝致します。（文 発起人 渡辺郁雄） 



〒069-8501 

北海道江別市文京台緑町５８２ 

            酪農学園同窓会 

電話 ０１１（３８６）１１９６ 

FAX ０１１（３８６）５９８７ 

Email: rg-dosok@rakuno.ac.jp. 

HP:http://rakuno.org/ 
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 酪農学園大学 

ブランドマークと 

キャッチフレーズ 

  

 本学獣医学群獣医学類の岩野英知教授（獣医生化学ユニット）が中

心となり、クラウドファンディング「ファージが最愛のペットを救え

る未来へ－多剤耐性菌感染症の切り札－」を2022年7月1日（金）

9:00～2022年8月29日（月）23:00まで実施します。目標金額は

700万円。 

詳細はプロジェクトページ（https://readyfor.jp/projects/

Rakuno_Phage_Therapy）をご確認下さい。 

 

ｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓ 

 
酪小獣麦の会会員と大学教員との懇親会 開催報告 
 コロナ感染第７波が急拡大している中ですが、麦の会会員と酪農学

園大学教職員との懇親会が令和4年7月31日（日）18：00より札幌

ガーデンパレスホテルで開催されました。大学よりRGU動物医療セン

ター伴侶教員を中心に12名、会員より16名の合計28名の参加でし

た。 

 玉井聡副会長の司会進行によって始まり、立花徹会長のあいさつに

続き来賓として参加いただいた高橋俊彦副学長に挨拶を頂きました。

動物医療センターは数年来赤字が続いていましたが、最近黒字転換し

たとの報告がありました。 

 乾杯あいさつは、南繁獣医同窓会会長にお願いしました。乾杯前

に、酪農学園が抱える財政難に対して、私学生き残りのためには大胆

な対策が必要だと力説されました。 

 乾杯は麦の会ビールである“酪大生”での乾杯となりました。コロ

ナ下で卒業パーティなどが減少する中で“酪大生”の出番が減って

ビール製造の継続が危機を迎えていましたがが、久々の出番となりま

した。同窓生の皆さん、大学関係者の皆さん、同窓会や卒業記念パー

ティなどで“酪大生”をぜひご採用ください。 

 乾杯後は、大学教職員全員から自己紹介を含めた挨拶を頂きまし

た。ここ数年で伴侶教員が大きく入れ替わり大変心強い診療体制が構

築されていることが良く分かりました。 

 その後麦の会会員からも全員が簡単なスピーチを行いました。最後

は、近藤厚副会長の一本締めで閉会しました。 

 約3年ぶりの教員との懇親会でしたが、今後も宿泊研修を含め情報

交換、交流を深めていきたいと思いました。 

（酪小獣麦の会事務局 松尾直樹） 

編集後記 
 コロナ感染が第７波を迎え、急激に増加傾向にある。同窓会で

は書面議決や延期、中止等を余儀なくされるケースも想定されま

す。zoom也google meet等も用いての会議開催の検討も必要と

思わますが、同窓会の性格上、やはり対面形式での開催が待ち遠

しい。 

 話題は変わりますが、来年2023年度は酪農学園同窓会（連合会

含む）結成以来、半世紀を迎える。事務局としては、対面での同

窓会が難しいため、記念誌作成のため役員、代議員、支部長等へ

の原稿依頼を早めに取り進めたいと思っています。 

 また会員の皆さんにも「同窓会だより」や同窓会HPを利用して

全国のお便りをお寄せいただくよう取り進めていきたい。 

酪農学園同窓会 
短期大学同窓会 大学同窓会校友会 


